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1.  平成22年2月期第2四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第2四半期 1,342 ― 179 ― 190 ― △315 ―
21年2月期第2四半期 1,292 △2.0 156 △0.1 168 3.5 70 △24.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第2四半期 △26.67 ―
21年2月期第2四半期 5.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第2四半期 12,327 9,140 74.1 773.79
21年2月期 12,530 9,140 72.9 773.61

（参考） 自己資本   22年2月期第2四半期  9,140百万円 21年2月期  9,140百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
22年2月期 ― 0.00
22年2月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,760 3.1 354 6.6 353 5.1 △217 ― △18.37
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表】4．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表】4．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基
準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表
は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日 内閣府令第50号)附則第７号第１項第５号た
だし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用して作成しております。 
２．業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があり
ます。業績の背景、前提条件については、3ページの【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報 をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第2四半期 12,170,000株 21年2月期  12,170,000株
② 期末自己株式数 22年2月期第2四半期  357,960株 21年2月期  355,161株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第2四半期 11,813,560株 21年2月期第2四半期 11,821,273株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融危機に端を発した世界経済の急激な悪化が、国

内外の景気対策により除々に底離れの兆しを見せ始めたものの、雇用や設備投資に対する調整圧力を解消

するまでには至らず、個人消費の低迷も続くなど本格的な景気回復にはほど遠い状況が続いております。

また、当社は劇場歌舞伎座の建替え計画を正式決定し、新しい歌舞伎座のコンセプトや計画の概要など

を平成21年８月26日に発表いたしました。歌舞伎の殿堂である「歌舞伎座」の継承、劇場設備や舞台機構

の向上を目指し、さらには文化施設や地域の防災支援、緑化整備等様々な機能を備えた建物となる計画で

あります。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は1,342百万円、営業利益

は179百万円、経常利益は190百万円となりましたが、劇場歌舞伎座建替えに伴う固定資産臨時償却費によ

る特別損失722百万円を計上したことにより、四半期純損失は315百万円となりました。 

 これを事業の種類別にみると、不動産賃貸事業については、一部既存テナントとの賃貸契約の解約によ

る賃料収入の減少等により、売上高は508百万円、営業利益は372百万円となりました。 

 食堂・飲食事業及び売店事業においては、「歌舞伎座さよなら公演」が順調に推移し観劇のお客様は増

加しているものの、低価格志向や節約傾向が顕著に見られ、劇場内での飲食、物販収入に大きく反映する

には至らず、食堂・飲食事業の売上高については441百万円となり、原材料費や人件費等の経費増によ

り、12百万円の営業損失となりました。売店事業の売上高については392百万円と堅調に推移し、営業利

益は29百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ202百万円減少し12,327百万

円となりました。 

 主な増減は、流動資産では現金及び預金の減少90百万円、固定資産では臨時償却費等による有形固定資

産の減少749万円及び投資有価証券の時価評価による増加645百万円等であります。 

 また流動負債では、長期借入金より振替えた１年内返済予定の長期借入金の増加890百万円、長期預り

保証金より振り替えた１年内返還予定の預り保証金の増加353百万円及び未払法人税等の減少57百万円等

であります。 

 また固定負債では、長期借入金の減少890百万円及びテナントの一部賃貸借契約解約並びに流動負債に

振替えたことに伴う長期預り保証金の減少452百万円等であります。 

 純資産は、その他有価証券評価差額金の増加384百万円及び利益剰余金の減少374百万円等であります。

  

今後の見通しにつきましては、依然として企業収益や雇用情勢は先行き不透明であり、個人消費におい

ても厳しい状況が続くものと予想されます。このような状況のもと、当社グループは、コスト管理の徹底

を図るとともに、「歌舞伎座さよなら公演」関連商品の企画販売を推し進め、増収増益に取り組んでまい

ります。 

 通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結業績を踏まえ、平成21年８月26日に発表した予想を

以下のとおり修正しております。 
(単位:百万円) 

 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益
当期純利益又は
当期純損失(△)

１株当たり 
当期純利益又は当
期純損失(△)

前回発表予想 (Ａ) 2,756 303 302 △228 △19円30銭

今回修正予想 (Ｂ) 2,760 354 353 △217 △18円37銭

増減額 (Ｂ－Ａ) 4 51 51 11 ―

増減率 (％) 0.1 16.8 16.9 ― ―

(ご参考)前期実績 
(平成21年２月期)

2,677 332 336 148 12円57銭
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該当事項はありません。 
  

(法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財

務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成

20年８月７日 内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財

務諸表規則を早期に適用して作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

棚卸資産については、従来、主として最終仕入原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用

されたことに伴い、主として個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法)により算定しております。この変更による損益に与える影響はありません。 

 
 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月

17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適

用指針(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平

成19年３月30日改正))が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表か

ら適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。この変更

による損益に与える影響はありません。 

  

(追加情報) 

(有形固定資産の耐用年数の変更) 

１ 第１四半期連結会計期間より、当社及び連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正(減価償却

資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令(平成20年４月30日 財務省令第32号))によ

る法定耐用年数の変更に伴い、機械装置の耐用年数を変更しております。この変更による損益に

与える影響は軽微であります。なお、セグメント情報に与える影響については、当該個所に記載

しております。 

２ 当第２四半期連結会計期間において取壊すことを決定した固定資産について、今後の使用期間を

考慮し耐用年数を変更しております。また同物件については過年度分の償却不足額を臨時償却し

ております。この変更により、従来の方法によった場合に比べ減価償却費は23百万円減少し、営

業利益及び経常利益は同額増加し、税金等調整前四半期純損失は698百万円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響については、当該個所に記載しております。 

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

③「リース取引に関する会計基準」等の適用
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,084,846 1,174,885

売掛金 57,906 70,397

たな卸資産 17,039 17,912

繰延税金資産 12,896 18,581

その他 16,364 12,700

貸倒引当金 △807 △858

流動資産合計 1,188,245 1,293,620

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 589,654 1,286,423

土地 6,333,368 6,333,368

その他（純額） 59,123 111,992

有形固定資産合計 6,982,146 7,731,784

無形固定資産   

借地権 93,771 93,771

商標権 116 143

ソフトウエア 7,880 －

電話加入権 1,870 1,870

無形固定資産合計 103,638 95,785

投資その他の資産   

投資有価証券 4,024,940 3,379,277

長期前払費用 1,724 2,013

その他 26,629 26,629

投資その他の資産合計 4,053,294 3,407,920

固定資産合計 11,139,079 11,235,490

繰延資産   

株式交付費 234 1,133

繰延資産合計 234 1,133

資産合計 12,327,559 12,530,244

－5－
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 119,846 143,779

短期借入金 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 890,000 －

未払金 83,769 82,592

未払法人税等 29,000 86,413

前受金 25,935 27,747

賞与引当金 18,705 18,706

1年内返還予定の預り保証金 353,308 －

その他 35,403 40,151

流動負債合計 1,755,968 599,391

固定負債   

長期借入金 50,000 940,000

長期未払金 193,177 230,589

繰延税金負債 672,362 659,007

退職給付引当金 176,884 169,055

長期預り保証金 339,111 792,067

固定負債合計 1,431,535 2,790,720

負債合計 3,187,504 3,390,112

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,365,180 2,365,180

資本剰余金 2,501,038 2,501,038

利益剰余金 4,027,559 4,401,667

自己株式 △327,836 △316,872

株主資本合計 8,565,940 8,951,013

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 574,115 189,118

評価・換算差額等合計 574,115 189,118

純資産合計 9,140,055 9,140,132

負債純資産合計 12,327,559 12,530,244

－6－
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

売上高 1,342,753

売上原価 916,519

売上総利益 426,233

販売費及び一般管理費  

人件費 161,936

賞与引当金繰入額 7,328

退職給付費用 4,148

租税公課 6,799

減価償却費 1,219

その他 64,936

販売費及び一般管理費合計 246,368

営業利益 179,864

営業外収益  

受取利息 376

受取配当金 16,683

その他 6,185

営業外収益合計 23,246

営業外費用  

支払利息 10,552

株式交付費償却 898

有形固定資産除却損 1,405

その他 36

営業外費用合計 12,893

経常利益 190,217

特別損失  

固定資産臨時償却費 722,119

特別損失合計 722,119

税金等調整前四半期純損失（△） △531,902

法人税、住民税及び事業税 24,759

法人税等調整額 △241,627

法人税等合計 △216,867

四半期純損失（△） △315,034
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △531,902

減価償却費 31,219

固定資産臨時償却費 722,119

貸倒引当金の増減額（△は減少） △51

賞与引当金の増減額（△は減少） △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,828

受取利息及び受取配当金 △17,060

支払利息 10,552

株式交付費償却 898

有形固定資産除却損 1,405

売上債権の増減額（△は増加） 12,491

たな卸資産の増減額（△は増加） 872

仕入債務の増減額（△は減少） △23,932

未払消費税等の増減額（△は減少） △966

長期未払金の増減額（△は減少） △37,412

預り保証金の増減額（△は減少） 353,308

長期預り保証金の増減額(△は減少) △452,956

その他 △16,837

小計 59,576

利息及び配当金の受取額 17,060

利息の支払額 △10,449

法人税等の支払額 △81,695

営業活動によるキャッシュ・フロー △15,507

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △3,040

有形固定資産の除却による支出 △1,212

無形固定資産の取得による支出 △1,950

その他 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,202

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △10,964

配当金の支払額 △57,465

その他 100

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,329

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90,039

現金及び現金同等物の期首残高 1,174,885

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,084,846
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

 
  

 ２ 追加情報 

(有形固定資産の耐用年数の変更) 

１【定性的情報・財務諸表】(追加情報) に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正

による耐用年数の変更に伴い、機械装置の耐用年数を変更しております。なお、この変更によるセグメ

ントに与える影響は軽微であります。 

２【定性的情報・財務諸表】(追加情報) に記載のとおり、当第２四半期連結会計期間において取壊すこと

を決定した固定資産について、今後の使用期間を考慮し、耐用年数を変更しております。この変更によ

り、従来の方法によった場合に比べ、不動産賃貸事業、食堂・飲食事業、売店事業の営業費用及び消去

又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の額はそれぞれ21,602千円、1,615千円、202千円及び366千

円減少し、営業利益はそれぞれ同額増加(営業損失(△)は減少)しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

不動産 
賃貸事業 
(千円)

食堂・飲食
事業 
(千円)

売店事業
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

508,802 441,277 392,673 1,342,753 ― 1,342,753

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

82,938 1,145 ― 84,083 (84,083) ―

計 591,741 442,422 392,673 1,426,837 (84,083) 1,342,753

営業利益又は営業損失(△) 372,934 △12,039 29,227 390,123 (210,258) 179,864

事業区分 事業内容

不動産賃貸事業 劇場、事務所等の賃貸及び駐車場の賃貸事業

食堂・飲食事業 劇場内外における食堂、飲食店事業

売店事業 劇場内の土産物などの売店事業

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(参考) 
 

前年同四半期に係る財務諸表 
 

(要約)中間連結損益計算書 

（単位：千円） 

科 目 

前中間連結会計期間 

(自 平成20年３月１日

  至 平成20年８月31日)

金  額 

 

売 上 高 

売 上 原 価 

売 上 総 利 益 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 

営 業 利 益 

営 業 外 収 益 

受 取 利 息 

受 取 配 当 金 

そ の 他 の 営 業 外 収 益 

計 

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 

株 式 交 付 費 償 却 

そ の 他 の 営 業 外 費 用 

計 

経 常 利 益 

特 別 損 失 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 

計 

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 

四 半 期 純 利 益 

1,292,353

881,289

411,064

254,255

156,809

676

16,672

8,246

25,595

10,782

1,176

1,682

13,641

168,763

47,884

47,884

120,879

50,509

70,369
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